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オーロラ加速域の２重構造－AKRスペクトル解析から
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Dual structures of auroral acceleration region derived from AKR spectra
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The detailed spectral analysis of the auroral kilometric radiation (AKR) with the Polar satellite derived that the acceleration
region of the auroral particles shows the dual structures along the auroral magnetic field at the onset of the substorm.

AKR は，オーロラ現象のなかで唯一と言っていい，オーロラ域の鉛直方向の情報をもたらす現象である．すなわち，
AKR はほぼその場の電子サイクロトロン周波数で放射されることから，観測される AKR スペクトラムは磁力線に沿っ
ての放射域の分布，さらにはオーロラ加速域の高度分布を示すことになる．下図に Polar衛星が観測したサブストーム
onset前後の AKR の dynamic spectrogramを示す．11:52UTに Pi2を伴うサブストームが発生したが，このときの AKR
スペクトラムは，onsetの前から存在したスペクトラム（約 400ｋ Hz中心：高度 4000ｋｍに相当）に加えて新たに 100
ｋHz（高度 10,000ｋｍ）を中心としたスペクトラムが出現したことを示す．大変興味深いのは，onsetで出現したスペク
トラムは，既存のスペクトラムから派生してきたものではなく，独立に発生していることである．すなわち，サブストー
ム onset時には，既存の加速域が発達するのではなく，新たな加速域が形成され，互いに独立な２重の構造をもつ事を示
している．講演ではさらに，この高々度 AKRの発達時間スケール及びサブストーム onsetに先立つ数分前に低高度 AKR
が intensifyされ precursor的振る舞いをすることを示し，サブストーム時のオーロラ加速域の発達と構造を議論する．


